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５
月
22
日
か
ら
24
日
ま
で
、
行
政
視
察
を

行
い
ま
し
た
。

　

石
川
県
七
尾
市
の
地
域
福
祉
推
進
員
は
、

任
期
２
年
で
無
報
酬
。
お
お
む
ね
50
世
帯
に

一
人
を
配
置
し
、
よ
り
細
や
か
な
地
域
の
見

守
り
体
制
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

活
動
は
、
地
域
に
お
け
る
福
祉
課
題
の
発

見
、
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
や
地
域

の
行
事
へ
の
積
極
的
な
参
加
、
さ
ら
に
は
自

主
防
災
組
織
へ
の
協
力
な
ど
、多
岐
に
わ
た
っ

て
い
ま
す
。

　

背
景
に
は
人
口
減
少
や
高
齢
化
対
策
等
が

あ
り
、震
災
と
原
発
事
故
に
よ
り
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
が
崩
壊
し
て
い
る
本
市
の
現
状
に

照
ら
し
た
と
き
、
住
民
が
主
導
と
な
っ
て
官

民
一
体
で
取
り
組
ん
で
い
る
姿
は
非
常
に
参

考
に
な
り
ま
し
た
。

　

七
尾
市
の
子
育
て
支
援
施
設
で
は
、
平
成

18
年
７
月
に
、
子
育
て
支
援
の
拠
点
施
設
と

し
て
市
内
中
心
部
に
「
親
子
ふ
れ
あ
い
ラ
ン

ド
あ
い
・
あ
い
・
あ
い
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
従
来
の
保
育
園
で
実
施
し
て

い
る
１
日
、
半
日
預
か
り
に
加
え
、
短
時
間

の
預
か
り
保
育
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
こ
の
施
設
の
中
に
は
、
地
域
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
親
子
交
流
広
場
、
お
も

ち
ゃ
図
書
館
、
絵
本
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ

て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
だ
け
で
な

く
、
親
同
士
の
交
流
を
通
し
て
親
も
一
緒
に

育
つ
場
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

研
修
を
通
し
て
、
若
年
層
が
本
市
に
帰
還

　

５
月
23
日
か
ら
５
月
25
日
ま
で
の
３
日

間
先
進
地
行
政
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

長
岡
市
で
は
「
災
害
公
営
住
宅
」
の
取
り

組
み
を
学
び
ま
し
た
。
長
岡
市
は
平
成
16
年

10
月
23
日
に
直
下
型
の
中
越
地
震
に
見
舞

わ
れ
ま
し
た
。
震
度
７
の
本
震
と
余
震
に
よ

り
住
宅
の
損
壊
は
６
万
９
千
545
棟
、
内
、
全

壊
は
２
千
197
棟
と
甚
大
な
被
害
と
な
り
ま

し
た
。

　

い
ち
早
く
罹
災
者
公
営
住
宅
及
び
改
良

住
宅
の
建
設
に
取
り
組
み
、
平
成
19
年
に
は

入
居
が
完
了
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
の
平
成

19
年
に
完
成
し
た
Ｒ
Ｃ
造
６
階
建
の
38
戸

は
20
戸
は
高
齢
者
用
の
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ

ン
グ
と
な
っ
て
い
る
。
団
地
は
防
災
公
園
や

消
防
本
部
と
隣
接
し
安
心
・
安
全
が
確
保
さ

れ
駅
も
近
く
周
辺
の
状
況
か
ら
利
便
性
の

高
い
場
所
に
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
常

駐
す
る
管
理
室
、
相
談
室
、
集
会
場
な
ど
を

視
察
し
入
居
者
に
対
し
細
や
か
な
対
応
が

な
さ
れ
て
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
当

市
の
ま
ち
づ
く
り
に
大
い
に
参
考
と
す
べ

き
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

富
山
市
で
は
「
植
物
工
場
」
の
取
り
組
み

を
視
察
し
ま
し
た
。
地
域
社
会
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
事
業
と
し
て
い
る
北
陸
機
材
㈱
が
、
自

社
の
将
来
性
を
見
据
え
、
企
業
理
念
で
あ
る

「
人
に
や
さ
し
く
安
全
・
安
心
」
の
観
点
か

ら
辿
り
着
い
た
の
が
最
新
の
植
物
工
場
の

ス
マ
イ
ル
リ
ー
フ
ス
ピ
カ
㈱
で
あ
り
ま
し

し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
一
助
と
な
る
と
感

じ
ま
し
た
。

　

富
山
県
南
砺
市
の
「
医
療
・
福
祉
の
連
携
」

で
は
、
本
年
度
か
ら
民
生
部
の
所
管
で
あ
っ

た
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を
医
療
局
に
編
入

し
、
名
称
を
「
地
域
包
括
医
療
・
ケ
ア
局
」

と
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
医
療
と
介
護
の
連
携
の
た
め
に

は
、
相
互
理
解
と
物
理
的
接
近
が
必
要
で
あ

る
と
の
認
識
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
市
長
と
幹
部
職
員
で
構
成
さ
れ

る
「
医
療
協
議
会
」
に
お
い
て
、
提
示
さ
れ

た
解
決
策
を
検
討
し
、
具
体
的
な
施
策
と
し

て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
地
域
包
括
医
療
・
ケ
ア
局
」
は
、

震
災
と
原
発
事
故
後
の
本
市
の
医
療
・
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
や
各
病
院
と
開
業
医
と

の
連
携
・

す
み
わ

け
を
考

え
る
際

に
大
い

に
参
考

に
な
る

も
の
で

し
た
。

た
。
商
品
の
育
成
に
つ
い
て
は
職
員
で
実
証

実
験
を
繰
り
返
し
試
行
錯
誤
の
末
現
在
に

至
っ
て
お
り
、
北
陸
機
材
の
社
員
と
パ
ー
ト

15
名
体
制
で
運
営
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

植
物
工
場
の
メ
リ
ッ
ト
は
完
全
閉
鎖
型

工
場
に
よ
り
病
害
虫
が
回
避
で
き
、
無
農
薬

栽
培
が
可
能
と
な
り
計
画
的
に
時
期
も
量

も
安
定
的
に
供
給
で
き
る
点
で
す
。
反
面
、

デ
メ
リ
ッ
ト
は
生
産
コ
ス
ト
が
高
い
こ
と

が
一
番
の
理
由
と
な
っ
て
る
こ
と
。
ス
マ
イ

ル
リ
ー
フ
ス
ピ
カ
㈱
は
設
立
か
ら
３
年
経

過
し
、
売
り
上
げ
に
つ
い
て
は
右
肩
上
が
り

に
な
っ
て
る
も
の
の
、
未
だ
黒
字
経
営
に
は

至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
年
度
は
黒
字
経
営
に

転
化
し
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
当
市
で
も

取
り
組
む
課
題
と
し
て
有
意
義
な
研
修
で

あ
る
と
感
想
を
付
し
て
報
告
と
致
し
ま
す
。新潟県長岡市　災害公営住宅

石川県七尾市「親子ふれあいらんど」
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山
形
県
南
部
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置
し
て
お

り
、
南
相
馬
市
か
ら
現
在
18
名
避
難
し
て

い
ま
す
。

　
「
広
報
常
任
委
員
会
」
と
位
置
づ
け
６

名
で
構
成
し
、
町
民
参
加
型
の
誌
面
を
特

色
と
し
て
い
ま
す
。

　

２
町
の
共
通
留
意
点
と
し
て
、

①
写
真
は
広
報
の
命
で
あ
る
。

②
文
字
は
短
く
す
る
。

③
専
門
用
語
は
解
説
を
付
け
る
。

④
一
般
質
問
の
タ
イ
ト
ル
は
自
分
で
付

け
る
。

　

今
回
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
今
後
、

反
映
し
て
参
り
ま
す
。
又
、
全
国
に
避
難

し
て
い
る
皆
様
に
も
読
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

議員のつぶやき
未

除染後の高平小学校

山形県川西町での研修

問　

体
力
・
運
動
能
力
・

運
動
習
慣
等
の
調
査
に
つ

い
て
本
市
の
児
童
生
徒
の
、

平
成
22
年
度
の
調
査
を
ど

の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る

の
か
伺
う
。

答　

小
学
生
は
筋
力
と
柔

軟
性
に
す
ぐ
れ
、
男
子
の

持
久
力
と
瞬
発
力
に
課
題

が
あ
る
。
中
学
生
は
男
子

の
持
久
力
に
課
題
が
あ
る

も
の
の
そ
の
他
は
全
国
と

ほ
ぼ
同
様
の
水
準
。
小
中

横山 元栄 議員

問　

原
発
事
故
で
屋
外
活

動
が
制
限
さ
れ
、
児
童
生

徒
の
体
力
低
下
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。
本
市
の
児
童
生

徒
の
体
力
の
実
態
と
今
後

の
対
応
策
を
伺
う
。

答　

縄
跳
び
大
会
で
持
久

飛
び
の
回
数
が
例
年
よ
り

少
な
い
、
体
育
館
３
周
で

息
が
上
が
る
な
ど
、
特
に

持
久
力
が
低
下
し
て
い
る
。

児
童
生
徒
の
動
き
に
つ
い

て
は
体
が
硬
い
な
ど
柔
軟

性
も
低
下
し
て
い
る
。
各

学
校
で
体
力
向
上
推
進
計

画
を
作
成
、
運
動
身
体
づ

く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を

活
用
、
体
育
の
授
業
の
充

実
に
努
め
て
い
る
。

問　

各
学
校
の
校
庭
の
現

状
と
対
策
は
。

答　

除
染
強
化
月
間
で
学

校
な
ど
優
先
的
に
実
施
。

新
し
く
入
れ
た
砂
が
非
常

に
や
わ
ら
か
い
た
め
、
屋

外
運
動
な
ど
で
足
が
ぬ
か

る
状
況
。
校
庭
で
運
動
が

で
き
る
よ
う
に
改
善
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

原
発
事
故
で

原
発
事
故
で

児
童
生
徒
の
体
力
は

児
童
生
徒
の
体
力
は

学
生
と
も
身
長
は
全
国
と

同
様
。
体
重
が
全
国
平
均

を
や
や
上
回
っ
て
い
る
。

　

体
力
や
運
動
技
能
を
高

め
る
た
め
体
育
の
授
業
を

工
夫
す
る
と
と
も
に
生
活

習
慣
、
運
動
習
慣
の
改
善

を
図
る
な
ど
、
運
動
に
意

欲
的
に
取
り
組
む
児
童
生

徒
の
育
成
に
努
め
る
。

質問を終えて
　現況の校庭で伸び伸び
と屋外で体育の授業がで
きるのかなー子供の体力
低下が心配―

そ
の
他
の
質
問

❶ 

多
目
的
屋
内
運
動
場

の
建
設
を

❷ 

特
定
避
難
勧
奨
地
点

未
指
定
世
帯
の
対
応
は

❸ 

パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー

ト
・
サ
ー
ビ
ス
の
認

識
は

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会　

視
察
報
告

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会　

視
察
報
告

　

市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
で
は
、
５

月
７
日
・
８
日
に
、
議
会
の
内
容
を
更
に

分
か
り
や
す
く
読
み
や
す
く
編
集
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
先
進
地
視
察
研
修
を

行
い
ま
し
た
。

　

視
察
先
は
、
い
ず
れ
も
コ
ン
ク
ー
ル
で

全
国
入
賞
を
し
て
い
る
、
新
潟
県
聖
籠
町

と
山
形
県
川
西
町
と
し
ま
し
た
。
こ
の
地

は
こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
及
び
原
発
事

故
で
は
南
相
馬
市
民
が
、
避
難
先
と
し
て

大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
町
で
も
有
り

ま
す
。
御
礼
も
兼
ね
て
訪
問
す
る
こ
と
に

致
し
ま
し
た
。

　

聖
籠
町
の
人
口
は
、１
万
４
千
200
人
で
、

新
潟
県
の
海
岸
地
帯
の
北
部
に
位
置
し
穀

倉
地
帯
で
す
。

　

南
相
馬
か
ら
の
避
難
者
数
は
、
最
大
415

人
、
現
在
は
22
名
で
す
。

　

研
修
内
容
で
は
、「
広
報
特
別
委
員
会
」

と
位
置
づ
け
、
６
名
で
構
成
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
読
ん
で
い
た
だ
け
る
議
会
だ
よ
り

を
作
成
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
留
意
点
と

し
て
次
の
こ
と
を
上
げ
て
お
り
ま
す
。

①
年
一
回
の
全
国
研
修
を
受
け
る
。

②
余
白
を
入
れ
る
。

③
レ
イ
ア
ウ
ト
は
見
や
す
く
す
る
。

④
採
択
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
は
、
そ
の

後
の
動
き
も
報
告
す
る
。

以
上
の
苦
労
や
努
力
が
成
果
と
し
て
確
実

に
表
れ
て
お
り
ま
す
。

　

川
西
町
の
人
口
は
、１
万
７
千
209
人
で
、

一
般
質
問




